
「新型コロナウイルスの影響に関する緊急実態調査」

報 告 書

令和２年（2020）年6月

加 西 商 工 会 議 所



１　調査目的 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う、企業経営への影響について、

その実態を把握することにより、今後商工会議所事業を行う上での基礎

データとするため。

２　調査期間 令和2年5月26日～令和2年6月1日【7日間】

３　調査対象 261件　

　製造加工・販売業（132件）

　建設業（33件）

　卸売業（7件）

　小売業（34件）

　飲食業（6件）

　サービス業（49件）

４　調査方法　 調査票をFAXにて送信し、FAXにて回答

５　有効回答数 166社（回答率63.6％）

６　調査票 最終頁に添付

調査概要



1　回答企業について

（１）業種別構成

（２）影響の有無

調査結果
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（３）影響の内容

（４）「売上の減少」の内訳（複数回答可）

※上記　その他の内訳

【製造加工業】

・営業活動の自粛　・技能実習生の受け入れの延期　

【製造販売業】

・納期変更

【建設業】

・競争が厳しくなった　・材料が入荷しない　・販売意欲の低下　・設備投資の延長　

・予定工事受注の延期

【小売業】

・休業期間あり　　・休業要請職種として　　・店舗自体の休業

【サービス業】

・役所の人の時短　・臨時休館のため収入減　・建築計画の取りやめ　・新規受注見通し悪し

【その他】

・投資意欲の減退　　・お客様との応談自粛
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（５）具体的な影響の状況について

【製造加工業】

・前年同月比0～20％減（6件）　 ・前年同月比21～40％減（18件）

・前年同月比41～60％減（5件） ・前年同月比61～80％減（2件）

・内職用と思われる受注は引き続きいただいているが、短納期での受注は少しずつ落ち着いてきたように思う

・輸出入が減便で商品が届かない　　・加工用資材が届かない。品薄

・5月からコロナの影響が出始めた　　・特に自動車関連が悪し　　・6月以降も減少見込み

【製造販売業】

・前年同月比0～20％減（5件）　・学校関連の納品遅延　

・4～6月は前年並みの売上が確保できる見込み

【建設業】

・前年同月比50％減　　　・61～80％減（2件）

・工事が延期になった　　・メーカーからの製品入荷が遅れ、現場も遅れている　

・受注が減少し社員が会社にいる日が多くなっている　　・受託工事の延期及び中止

【卸売業】

・前年同月比3％～20％売上減少：2社　

【小売業】

・前年同月比3％～20％売上減少：3社　 ・前年同月比21％～40％売上減少：5社　

・前年同月比41％～60％売上減少：2社　 ・前年同月比61％～80％売上減少：1社　

・5％増加 ・10％増 ・学校が休校のため従来の注文・販売ができていない　

・マスクの価格が10倍になっていて手に入らない　

・学校が休校のため参考書、読み物が売れている

【卸売業】

・前年同月比50％減 　　　　　

【小売業】

・前年同月比21～40％減（3件） ・前年同月比41～60％減（2件）

・小売りは売上増加、卸は減少していてトータルは前年度と変わらない　

・マスクや消毒液・除菌などの衛生用品、食品はパスタ類などが不足（欠品状態が継続）

・マスク、消毒液など売上増、家にいる時間が増えたためそれに伴う商品が売上増

・モール入店のため店舗が休業。期間中売上は90％減。

【飲食業】

・前年同月比61％～80％売上減少：3社　 　　　

【サービス業】

・3～5月90％以上減（旅行業4件） ・新車の納期未定

・学校休みによる母親欠勤及び客先からの休業要請者あり

・営業自粛等で閉店しているところが多く売上減少　　　・予定工事の延期

【その他】

・本年1月からの比較で収入が1/3に下落　　　・前年同月比30％減少



（６）現在並びに今後検討している対策（複数回答可）

※上記　その他の内訳

・自己防衛対策など ・面談者の記録

・試食販売の中止や来店客に３蜜を避ける行動のお願い

（７）緊急事態宣言後の営業時間や勤務体制の影響（複数回答可）
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現在並びに今後検討している対策（単位：件）
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※上記　その他の内訳

・一部休業、パート等 ・作業勤務短縮　 ・休業3日間実施

・今後休業を検討 ・分散型就業

・食事の時間を分散（輪番昼食） ・残業はしない ・自宅待機

・ソーシャルディスタンス ・他営業所との応援体制 ・残業時間短縮

・専属車が止まったためフリーで回した

（8）緊急事態宣言解除後の営業時間や勤務体制の影響（複数回答可）

（９）各種資金繰り施策の利用の有無（複数回答可）
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※上記　借入金額について

・300～1,000万円（4件）　・2,000万円（1件）　・3,000万円（5件）　・5,000万円（3件）　

・5,001万円～1億円未満（4件）　・1～2億円未満（2件）　・2億以上（1件）

（１０）国・県・市の支援策について望むことは（複数回答可）
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